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全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で

は
６
月
１
日
を
「
人
権
擁
護
委
員

の
日
」
と
定
め
、
み
な
さ
ん
と
と

も
に
一
層
の
人
権
尊
重
思
想
の
啓

発
に
努
め
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

市
で
は
こ
れ
に
あ
わ
せ
て
、
人

権
問
題
に
関
す
る
特
設
相
談
を
行

い
ま
す
。

●
日
時
と
場
所

６
月
２
日
（
金
）
ふ
れ
あ
い
館

６
月
５
日
（
月
）
き
ら
ら
館

６
月
６
日
（
火
）
ゆ
う
ゆ
う
館

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守

さ
れ
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。（
電
話
も
可
）

な
お
、
常
設
相
談
は
次
の
と
お

り
開
設
し
て
い
ま
す
。

・
石
橋
地
区
（
き
ら
ら
館
）

毎
月
第
１
〜
第
３
週
の
月
曜
日

・
国
分
寺
地
区
（
ゆ
う
ゆ
う
館
）

毎
月
第
１
〜
第
３
週
の
火
曜
日

・
南
河
内
地
区
（
ふ
れ
あ
い
館
）

毎
月
第
１
〜
第
３
週
の
金
曜
日

い
ず
れ
も
時
間
は
午
後
１
時
30

分
〜
３
時
30
分
（
電
話
も
可
）

●
問
い
合
わ
せ
先

生
活
課
市
民
生
活
係

1
（
40
）
５
５
５
５

下
野
市
で
は
、
法
務
大
臣
か
ら

委
嘱
さ
れ
た
次
の
人
権
擁
護
委
員

が
活
躍
し
て
い
ま
す
。（
敬
省
略
）

藤
沼
　
修
一

絹
板
５
９
５

1
（
49
）
０
５
３
９

高
桑
　
勝
子

烏
ヶ
森
１
‐
１
２
‐
５
９

1
（
40
）
６
５
４
８

関
　
京
子

柴
７
６
９
‐
６
９

1
（
44
）
０
３
２
６

斎
藤
　
英

小
金
井
５
‐
４
‐
１
８

1
（
44
）
１
２
６
５

大
越
　
一
男

笹
原
５
９
‐
１

1
（
44
）
０
８
０
８

海
老
原
　
冨
美
男

三
王
山
１
２
０
９

1
（
48
）
１
６
５
１

曽
根
　
洋
子

祇
園
１
丁
目
３
‐
４

1
（
44
）
６
５
２
８

舘
野
　
晴
代

田
中
６
８
３
‐
３
５

1
（
48
）
０
１
９
１

前
原
　
政
子

橋
本
６
１
８
‐
３

1
（
53
）
１
７
２
８

猪
瀬
　
敏
子

石
橋
５
５
５
‐
２

1
（
53
）
０
２
５
２

中
川
　
賢
一

石
橋
７
０
６
‐
８

1
（
53
）
４
３
８
８

人
権
擁
護
委
員
に
よ
る

特
設
相
談
開
催

３
月
24
日
の
市
議
会
に
お
い
て

教
育
委
員
の
任
命
が
同
意
さ
れ
、

５
人
の
教
育
委
員
が
就
任
し
、
３

月
27
日
に
開
か
れ
ま
し
た
教
育
委

員
会
で
、
教
育
委
員
長
に
伊
澤
敬

一
郎
氏
、
教
育
長
に
古
口
紀
夫
氏

が
互
選
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
同
議
会
で
は
監
査
委
員

や
公
平
委
員
会
委
員
、
固
定
資
産

評
価
審
査
委
員
選
任
も
同
意
さ
れ

ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
委
員
に
就

任
さ
れ
た
の
は
次
の
方
で
す
。

〔
敬
称
略
〕

教
育
委
員
長

伊
澤
敬
一
郎
（
石
　
橋
）

教
育
委
員

海
老
原
美
幸
（
小
金
井
）

永
山
　
伸
一
（
祇
　
園
）

鯉
沼
　
鶴
子
（
祇
　
園
）

教
育
長

古
口
　
紀
夫
（
小
山
市
）

監
査
委
員

瀧
沢
　
政
彦
（
石
　
橋
）

前
原
　
泰
雅
（
国
分
寺
）

公
平
委
員
会
委
員

篠
原
　

洋
（
川
中
子
）

中
島
　
一
成
（
石
　
橋
）

岩
瀬
　

勇
（
小
山
市
）

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

尾
花
　
重
吉
（
小
金
井
）

亀
田
　
光
重
（
石
　
橋
）

星
野
　
純
夫
（
祇
　
園
）

新
市
の
行
政
委
員
が

決
ま
り
ま
し
た




